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自
治
労
の
旗
や
腕
章
の
色
は「
赤
」。

ゴ
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
は
５

色
で
「
赤
」
が
リ
ー
ダ
ー
。
色
に
関
す

る
本
に
よ
る
と
、「
赤
」
の
色
彩
心
理

の
イ
メ
ー
ジ
は
「
行
動
力
が
あ
り
正
義

感
も
人
一
倍
強
い
」。
旗
・
腕
章
。
そ
し

て
「
怒
布
」
の
意
味
は
そ
こ
に
あ
る
。

　

女
性
が
世
界
一
長
寿
国
日
本
。
し
か

も
４
年
連
続
平
均
寿
命
記
録
を
更
新
。

男
女
が
５
位
内
は
日
本
・
香
港
・
ス
イ

ス
。
男
女
と
も
に
香
港
２
位
で
ス
イ
ス

は
４
位
。
日
本
男
性
は
５
位
。
ど
っ
ち

に
し
て
も
長
寿
は
女
性
。
生
活
習
慣
。

食
文
化
や
働
き
方
？
背
景
は
何
な
の
か
。

朔　風

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

２日　自治体財政基礎講座（東京）

　　　　北海道地域最賃の大幅引き上げを求め

　　　　る集会（札幌市）

４日　核廃絶2010平和広島・長崎大会（広島・長崎）

６日　第８回組織強化委員会（札幌市）

　　　　第７回男女がともに担う推進委員会（札幌市）

　　　　自治研推進委員会（札幌市）

10日　道本部第24回執行委員会（札幌市）

ユーザー名：hokkaido

パスワード：jichi2009

道本部ホームページ

2010年８月

JICHIRO スケジュール

組合員専用ページは

自治労北海道
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示そう 怒り
月
例
給
・一
時
金
・
50
歳
台
後
半
層
給
与
引
き
下
げ
阻
止

大
型
は
が
き
・
職
場
決
議
し
っ
か
り
と

2010人勧

具
体
性
の
な
い
回
答
に
終
始

人事院

　

２
０
１
０
人
事
院
勧
告
期
の
山
場
を
む
か
え
た
。
自
律
的
労
使
関
係
制
度
の
措
置
に
伴
い
、
人

勧
制
度
の
廃
止
を
２
０
１
２
年
に
控
え
、
人
事
院
勧
告
は
今
回
を
入
れ
て
あ
と
２
回
と
な
っ
た
。

今
年
の
勧
告
期
の
重
点
課
題
は
、
月
例
給
の
維
持
を
は
じ
め
、
公
務
員
労
働
者
の
生
活
を
維
持
で

き
る
一
時
金
の
支
給
月
数
の
確
保
や
高
年
齢
層
職
員
の
給
与
削
減
提
案
の
撤
回
で
あ
る
。

公
務
員
給
与
の
削
減
を
う
た

い
文
句
に
党
勢
を
拡
大
し
た

「
み
ん
な
の
党
」
の
影
響
な

ど
、
公
務
員
労
働
者
に
対
す

る
攻
撃
は
日
増
し
に
強
ま
る

ば
か
り
で
あ
る
。

　

２
０
１
０
人
事
院
勧
告

は
、
こ
う
し
た
情
勢
の
下
で

た
た
か
わ
れ
て
き
て
い
る
。

と
し
な
が
ら
も
、
①
民
間
賃

金
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
様
な
傾

向
②
一
時
金
は
、
昨
年
冬
の

実
績
が
10
％
～
15
％
落
ち
込

み
、
昨
年
同
様
非
常
に
厳
し

い
③
高
齢
者
給
与
水
準
は
民

間
と
の
逆
較
差
が
大
き
く
、

さ
ら
に
拡
大
す
る
方
向
に
あ

る
。
マ
イ
ナ
ス
較
差
が
で
れ

ば
早
急
に
是
正
す
る
必
要
が

あ
る
。
同
時
に
定
年
延
長
と

の
関
連
か
ら
、
こ
の
間
の
認

識
を
再
度
述
べ
る
に
止
ま
っ

た
。

　

特
に
50
歳
台
後
半
層
の
給

与
引
下
げ
に
つ
い
て
、
①
職

務
給
の
原
則
と
の
関
係
と
民

間
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
説
明

せ
よ
②
本
年
の
民
調
で
下
げ

て
い
る
場
合
の
理
由
調
査
の

デ
ー
タ
を
示
し
た
上
で
議
論

せ
よ
と
追
及
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
人
事
院
は

①
職
務
給
に
は
幅
が
あ
り
、

給
与
に
は
色
々
な
要
素
が
あ

る
、
今
回
は
民
間
と
の
均
衡

を
図
る
た
め
年
齢
に
着
目
し

た
②
民
間
は
、
同
じ
仕
事
で

も
給
与
を
下
げ
て
い
る
企
業

が
あ
る
程
度
存
在
す
る
が
、

具
体
的
な
割
合
は
集
計
中

で
、
今
は
示
せ
な
い
と
の
回

答
を
繰
り
返
し
、
交
渉
は
平

行
線
と
な
っ
た
。

　

公
務
員
連
絡
会
は
、
８
月

４
日
に
再
度
給
与
局
長
と
の

交
渉
を
申
し
入
れ
、
そ
の
段

階
で
改
め
て
明
確
な
姿
勢
を

明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
求
め

た
。

　

残
さ
れ
た
時
間
は
少
い
。

「
大
型
は
が
き
」
や
「
職
場

決
議
」
の
取
り
組
み
を
最
大

限
行
使
し
、
人
事
院
に
対
し

て
組
合
員
は
本
当
に
怒
っ
て

い
る
こ
と
を
徹
底
的
に
示
そ

う
。

と
だ
」
と
強
調
、「
み
な
さ
ん

に
は
『
本
物
』
を
見
極
め
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

峰
崎
さ
ん
、
こ
れ
ま
で
発

信
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

は
、
７
７
７
号
分
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
財
務
副
大

臣
を
続
行
し
、
札
幌
と
東
京

に
個
人
事
務
所
を
開
設
す
る
。

間
の
18
年
間
だ
っ
た
。
家

族
、
秘
書
そ
し
て
後
援
会
の

皆
さ
ん
が
大
き
く
支
え
て
く

れ
た
」
と
感
謝
と
激
励
の
言

葉
を
述
べ
た
。

　

峰
崎
さ
ん
は
、「
18
年
前
、

労
働
界
に
支
え
ら
れ
無
名
の

新
人
と
し
て
送
り
出
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
」
と
述
べ
、
今
後
に
つ
い

て
、「
こ
の
国
に
な
い
の
は

『
財
源
』、
知
恵
や
政
策
は

あ
る
。
国
民
の
み
な
さ
ん
に

負
担
を
求
め
る
時
代
。
し
っ

か
り
説
明
責
任
を
果
た
し
て

い
く
」
と
話
し
た
。
そ
の
上

で
残
り
の
政
治
活
動
は
「
人

材
、
本
物
の
政
治
家
を
い
か

に
育
て
て
い
く
か
と
い
う
こ

　

自
治
労
道
本
部
組
織
内
参

議
院
議
員
の
峰
崎
直
樹
さ
ん

が
、
７
月
25
日
の
任
期
満
了

日
に
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で

連
合
後
援
会
の
解
散
総
会
と

懇
親
会
を
行
っ
た
。

　

懇
親
会
に
は
、
２
９
８
人

が
集
ま
り
、
野
田
財
務
大
臣

な
ど
多
く
の
来
賓
が
訪
れ
た
。

　

峰
崎
さ
ん
の
立
候
補
か
ら

19
年
間
支
え
続
け
た
会
長
の

小
納
谷
幸
一
郎
さ
ん
が
、
体

調
を
崩
し
て
出
席
が
か
な
わ

な
か
っ
た
た
め
、
森
朗
会
長

代
行
が
あ
い
さ
つ
し
た
。「
み

ね
さ
ん
は
、
私
た
ち
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
先
頭
に
立
っ
て

頑
張
っ
て
く
れ
た
」
と
ね
ぎ

ら
い
、
ま
た
、「
あ
っ
と
い
う

　

27
日
の
中
央
行
動
に
は
全

国
か
ら
４
千
人
が
結
集
し
、

給
与
局
長
と
の
交
渉
が
展
開

さ
れ
た
。

　

公
務
員
連
絡
会
書
記
長
ク

ラ
ス
の
追
及
に
対
し
人
事
院

は
、
官
民
較
差
や
一
時
金
の

支
給
月
数
に
つ
い
て
最
終
的

に
集
計
を
行
っ
て
い
る
最
中

グ
の
嵐
の
な
か
で
、
給
与
の

適
切
な
水
準
を
定
め
る
役
割

が
な
い
が
し
ろ
に
さ
れ
、
制

度
的
に
限
界
だ
と
い
う
こ
と

さ
え
も
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
政
治
情
勢
で
は
、

阿
久
根
市
長
の
議
会
無
視
や

労
働
組
合
を
敵
視
す
る
暴
挙

が
容
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

　

民
間
企
業
の
水
準
を
適
切

に
公
務
労
働
に
反
映
す
る
と

し
て
い
る
勧
告
制
度
で
は
あ

る
も
の
の
、
長
年
に
わ
た
っ

て
労
働
基
本
権
制
約
の
代
償

措
置
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
数

年
、
一
向
に
収
ま
る
こ
と
の

な
い
公
務
員
給
与
バ
ッ
シ
ン

　青年部・女性部では、７月27

日の人事院第２次中央行動に

向けて『怒布』を取り組み、99

単組・総支部93枚を集約した。

　27日、青年女性総決起会

に、道本部青年部幹事の佐々

木亮介さん（写真上・斜里町

労連）が参加し、「この怒布に

は、私たちの切実な生活実態、

北海道の青年・女性の怒りが

込められています。これ以上

の賃金削減は断固として許せ

ない」と取り組み報告をした。

こ
の
怒
り
人
事
院
に
届
け
！

我らがみねさん

お疲れさま！18年
間

後
援
会
を
解
散

自治労北海道学校

アクティブコース開校

８月20日～22日
「労働組合」はなぜ必要なのか

22日 ＡＭ 公開講座

-参加者募集中-

●「政権交代この１年とこれから」
財 務 副 大 臣 峰崎直樹さん

●「男女共同参画と意識改革」

※お申し込みは所属の組合へ

大谷短期大学教授 平岡祥孝さん

青年・女性「怒布」行動

峰崎直樹さんとパートナーの生子（せいこ）さんに花束が贈られ
た＝７月25日、ポールスター札幌

懇親会前に行われた総会

北海道本部の参加者＝７月27日、日比谷大音楽堂 会場全体に怒布がはられた＝社会文化会館

全道から93枚の激布が集まった。写
真の怒は、フェルトで作られている。



8月1日↑７日水週間

今年も、塗り絵・写真コンクール実施中！
ホームページ「自治労北海道」の〔単組・組合員
専用〕ページに、左記のバナーがあります。詳細
はバナーをクリックしてご覧ください。
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自治労会館屋上にミツバチ!?

人に優しいまち残したい
　

５
月
10
日
か
ら
、
自
治
労

会
館
屋
上
に
、
ミ
ツ
バ
チ
の

巣
箱
３
群
が
設
置
さ
れ
話
題

に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
ミ
ツ
バ
チ
は
、
自
治

労
会
館
１
階
の
ラ
ー
メ
ン
店

「
月
見
軒
」（

ア
イ
ズ
）
の

杉
山
充
宏
社
長
が
、
今
年
１

月
、
道
庁
に
申
請
し
て
許
可

を
さ
れ
設
置
し
た
も
の
。
北

海
道
で
は
第
１
号
の
「
都
市

型
養
蜂
」
で
、
現
在
札
幌
市

内
に
は
、
３
団
体
が
ビ
ル
屋

上
に
巣
箱
を
設
置
し
て
い
る
。

　

杉
山
さ
ん
は
、
３
年
半
ほ

ど
前
に
「
銀
座
ミ
ツ
バ
チ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
知
り
興
味

を
持
っ
た
こ
と
か
ら
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
に
参
加
、
さ
ら
に

養
蜂
講
座
で
勉
強
を
し
た
。

こ
れ
ら
を
経
て
、
札
幌
で
も

植
物
園
や
、
北
大
な
ど
自
然

に
恵
ま
れ
た
地
域
に
あ
る
自

治
労
会
館
で
の
設
置
を
考
え

た
と
い
う
。「
昆
虫
に
優
し
い

ま
ち
は
、人
に
優
し
い
ま
ち
。

子
ど
も
や
孫
の
世
代
に
優
し

い
ま
ち
を
残
し
た
い
」
と
話

す
。

　

現
在
こ
の
ハ
チ
ミ
ツ
を
使

用
し
た
ス
イ
ー
ツ
「
Ｊ
ｉ
ｃ

ｈ
ｉ
ロ
ー
ル
」
を
試
作
中
で

発
売
を
間
近
に
控
え
て
い

る
。
杉
山
さ
ん
は
「
み
な
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
ス
イ
ー
ツ
に

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

自
治
労
会
館
隣
の
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
も
、
こ
の
ハ

チ
ミ
ツ
を
使
用
し
た
「
さ
っ

ぽ
ろ
ハ
ニ
ー
ロ
ー
ル
」
を
７

月
か
ら
、「
８ハ

チ

」
の
つ
く
日
に

発
売
し
て
い
る
。
町
内
の
コ

ラ
ボ
！
ご
当
地
ス
イ
ー
ツ
と

し
て
注
目
さ
れ
そ
う
だ
。
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第３種郵便物認可２０１０年８月１日

　

７
月
23
日
、
札
幌
市
か
で

る
２
・
７
で
、
北
海
道
平
和

運
動
フ
ォ
ー
ラ
ム
第
11
回
定

期
総
会
が
開
か
れ
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
山
田
代
表
は
「
核
も
戦
争

も
な
い
21
世
紀
を
展
望
し
、

広
く
市
民
に
開
か
れ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
結
成

し
10
年
が
経
過
し
た
。
平
和
・

人
権
・
環
境
に
か
か
わ
る
諸

課
題
に
全
力
で
取
り
組
み
を

進
め
、
広
く
そ
の
運
動
が
道

内
各
地
で
認
知
さ
れ
た
。
そ

の
責
務
と
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
る
」
と
述

べ
、
「
運
動
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
の

あ
り
方
を
議
論
し
、
連
合
に

移
せ
る
運
動
は
移
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

経
過
の
質
疑
で
、
国
労
か

ら
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
」
に

対
す
る
お
礼
と「
雇
用
問
題
」

な
ど
、
解
決
し
て
い
な
い
課

題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
決
意
表
明
し
た
。

ま
た
、
方
針
に
対
す
る
質
疑

で
は
、
①
「
幌
延
問
題
」
②
「
自

衛
隊
問
題
」
③
「
普
天
間
問

題
」
④
「
北
教
組
に
対
す
る
攻

撃
」
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

普
天
間
問
題
に
つ
い
て

は
、
「
８
月
が
一
つ
の
ヤ
マ

場
と
な
る
。
全
道
集
会
・
各

地
区
で
の
集
会
を
開
催
す
る

　

７
月
15
日
、
札
幌
市
・
教

育
会
館
で
、
道
教
委
に
よ
る

よ
う
要
請
す
る
」
と
の
意
見
・

要
望
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
に

対
し
執
行
部
か
ら
は
、「
全

国
的
な
動
き
な
ど
を
か
ん
が

み
検
討
し
て
い
く
」
と
答
弁

し
た
。

　

役
員
に
は
、
自
治
労
か
ら

代
表
に
山
田
剛
、
幹
事
に
杉

谷
光
一
が
引
き
続
き
任
に
つ

く
こ
と
と
な
っ
た
。

「
通
報
制
度
」
導
入
な
ど
学

校
現
場
に
お
け
る
教
職
員
の

人
権
侵
害
に
抗
議
し
、「
教
育

の
危
機
に
立
ち
む
か
う
」
集

会
が
開
か
れ
た
。
北
教
組
が

主
催
し
、
連
合
北
海
道
な
ど

10
団
体
が
共
催
し
た
。

　

集
会
で
は
、
長
田
北
教
組

委
員
長
代
行
が
「
道
教
委
の

『
通
報
制
度
』
は
、
学
校
制

度
を
崩
壊
す
る
も
の
で
、
絶

対
許
さ
れ
な
い
。
連
合
北
海

道
な
ど
と
一
致
協
力
し
、
断

固
た
た
か
う
」
と
述
べ
た
。

北
教
組
弁
護
団
の
後
藤
弁
護

士
か
ら
は
「
憲
法
28
条
は
労

引き続き代表を担う山田剛さん（自治労）。後ろの議長団左
が灰野由希子執行委員＝７月23日、札幌市

ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
か
ら
か

な
？
」
と
セ
ク
ハ
ラ
と
言
わ

れ
か
ね
な
い
言
葉
で
返
し
た

が
、
再
検
を
受
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。
結
果
「
○
○
病
」

と
の
診
断
が
下
さ
れ
た
。
今

ま
で
の
検
診
で
は
何
ご
と
も

な
く
、
当
然
、
再
検
査
と
は

無
縁
だ
っ
た
。
健
康
に
は
自

信
が
あ
っ
た
し
自
覚
症
状
も

な
か
っ
た
。
少
し
疲
れ
や
す

く
息
切
れ
が
す
る
く
ら
い
。

そ
れ
も
「
年
の
せ
い
」
と
思

っ
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
原

因
は
病
気
。
愕
然
と
し
た
。

や
は
り
50
歳
を
過
ぎ
る
と
身

体
に
ガ
タ
が
く
る
も
の
だ
と

感
じ
た
。
以
降
、
１
年
半
薬

漬
け
の
毎
日
。
最
初
は
薬
の

副
作
用
で
寒
気
と
上
半
身
の

関
節
が
痛
み
か
な
り
苦
痛
を

感
じ
た
が
、
人
間
の
身
体
は

不
思
議
な
も
の
で
、
徐
々
に

薬
に
慣
れ
て
痛
み
も
、
む
く

み
も
感
じ
な
く
な
っ
た
。
あ

と
何
カ
月
・
何
年
に
な
る
か

分
か
ら
な
い
が
、
毎
月
１
回

の
検
査
と
、
ま
だ
ま
だ
続
く

薬
漬
け
の
日
々
。
節
制
（
禁

酒
・
禁
煙
？
）
を
し
な
が
ら

付
き
合
っ
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
る
。�

（
渡
部　

裕
幸
）

忙中余話

あいくみ
の　

国会だより
相原久美子

　

コ
ン
サ
ド
ー
レ
チ
ケ
ッ
ト
２
枚

を
１
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

各
試
合
共
通
（
見
た
い
試
合
を

自
分
で
選
べ
ま
す
）
Ｓ
Ａ
ゾ
ー
ン

自
由
席
。

　

締
め
切
り
は
８
月
９
日

午
後

４
時
、
電
話
で
受
付
（
０
１
１
―

７
４
７
―
３
２
１
１
∥
単
組
名
、

名
前
、
連
絡
先
を
申
告
）
落
選
し

た
人
に
は
連
絡
し
な
い
。

自治労道本部のホームページ　www.jichiro-hokkaido.gr.jp
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道平和運動
フォーラム

核
も
戦
争
も
な
く
そ
う

結
成
10
年
ま
す
ま
す
役
割
重
要

明らかな団結権の侵害
ストップ！道教委の「通報制度」

働
組
合
を
結
成
す
る
こ
と
や

自
主
的
に
労
働
組
合
に
加
入

す
る
権
利
を
保
障
し
て
い

る
。し
か
し
、
道
教
委
は
『
密

告
』
を
奨
励
し
て
い
る
。『
学

校
指
導
要
領
』は
、子
ど
も
た

ち
の
実
態
に
応
じ
て
、
親
や

地
域
の
教
師
が
相
談
し
、
教

師
が
手
び
き
、
も
し
く
は
参

考
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
で
は
自
主
的

教
育
活
動
が
枯
渇
す
る
」
と

し
、「
政
治
的
行
為
は
、
勤
務

時
間
以
外
は
憲
法
21
条
、
13

条
に
あ
る
よ
う
に
、
何
者
に

も
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
」「
今
、
北
教
組
の
団
結
が

潰
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

保
護
者
や
地
域
の
力
を
借
り

て
、
私
た
ち
が
道
教
委
に
圧

力
を
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
く
訴
え
た
。

　

一
昨
年
の
定
期

健

康
診

断

で
、

病
気
が
発
覚
し

た
。
医
師
の
触
診

で
「
脈
拍
が
速
い

で
す
ね
」
と
言

わ
れ
た
の
で
「
看

護
師
さ
ん
が
い
て

『
通
報
制
度
』
で
「
自
主

的
教
育
活
動
が
枯
渇
す

る
」
と
訴
え
る
後
藤
弁
護

士
＝
７
月
15
日
、
札
幌
市

コ
ン
サ
ド
ー
レ

チ

ケ

ッ

ト

プ
レ
ゼ
ン
ト

戦
後
責
任
の
解
決
を
す
る
べ
き
時

　

参
議
院
選
挙
は
、
政
権
政
党
と
し
て

厳
し
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
過
去
の

政
権
で
壊
さ
れ
て
き
た
雇
用
、
社
会
保

障
な
ど
を
再
構
築
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
民
主
党
の
未
熟
さ
を
し
っ
か
り

と
総
括
し
、
今
後
に
望
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
７
月
17
日
か
ら
「
戦
後
補

償
を
考
え
る
議
連
」
の
有
志
メ
ン
バ
ー

と
ド
イ
ツ
（
ベ
ル
リ
ン
）
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。
ド
イ
ツ
で
は
、
全
国
民
と
戦

争
相
手
国
と
の
歴
史
認
識
の
共
有
化
か

ら
始
ま
り
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
迫
害
を
受

け
た
被
害
者
へ
の
補
償
や
強
制
労
働
被

害
者
へ
の
補
償
に
取
り
組
ん
で
き
た
経

過
を
財
務
省
、
外
務
省
、
議
員
、
基
金
財

団
な
ど
か
ら
話
を
聞
き
、
当
時
の
各

種
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。
日
本
も

東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
形
成
し
、経
済
、文

化
の
発
展
を
図
る
た
め
に
、
ま
た
、二
度

と
過
ち
を
犯
さ
な
い
た
め
に
も
戦
後
問

題
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
き
て
い
ま
す
。�（
７
月
25
日
東
京
に
て
）

左手前の柵の中に巣箱が設置され
ている＝自治労会館の屋上

巣箱は、３群設置されている
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